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((１１１１月月６６日日・・海海洋洋セセンンタターー ))



広報くりさわ 12月号 �

平
成　

年
度
栗
沢
町
功
労
・
善
行
表
彰
式

１７

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
る
栗
沢
町
功
労
・
善
行
表
彰
式
が　

月
１１

　

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２３

　

平
成
元
年
７
月
栗
沢
町
と
キ
ャ
ン

ビ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
後
、

平
成
２
年
か
ら
キ
ャ
ン
ビ
ー
市
姉
妹

都
市
協
会
会
長
と
し
て
、
民
間
交
流
派

遣
団
を
受
入
れ
、
特
に　

年
間
、　

名

１６

１１０

の
中
学
生
国
際
交
流
派
遣
事
業
を
受

入
れ
、
滞
在
期
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
、
現
地
で
は
無
償
で
献
身
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
、
本
町
の
国
際

化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
、
こ
の
間
、
平
成　

年
か
ら
は
委

１６

員
長
を
歴
任
さ
れ
、
公
明
で
民
主
的
な

選
挙
を
推
進
す
る
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
６
年
か
ら
は
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
９
年
間
、
自
由
人

権
思
想
の
啓
も
う
に
努
め
ら
れ
る
な

ど
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
か
ら
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
、
こ
の
間
、
平
成
５
年

か
ら
は
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

ま
た
、
昭
和　

年
か
ら
消
防
団
に
入
団
、

５２

そ
の
後
第
２
分
団
副
分
団
長
に
就
か

れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
生
命
、
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
区
の
役
員
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
本
町
の
農
業
生
産
力
の
増

進
と
農
業
経
営
の
安
定
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
組
織
基
盤
の
拡
充
に
よ
る

地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
べ
く
、
近
隣

土
地
改
良
区
と
の
合
併
実
現
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
委

員
３
期
９
年
に
わ
た
り
、
本
町
の
農
地

行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
か
ら
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
、
本
町
の
教
育
行
政
の
進
展
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
昭
和　
５９

年
か
ら
交
通
安
全
指
導
員
、
こ
の
間
、

理
事
及
び
副
会
長
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
５
期　

年
、
地
域
農
業
・

１５

農
業
者
の
代
表
と
し
て
農
地
行
政
に

携
わ
り
、
こ
の
間
、
会
長
職
務
代
理
者

と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、
ま
た
、
そ
の

後
会
長
と
し
て
農
用
地
の
確
保
と
有

効
利
用
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成　

年
か
ら
は
農
業
委
員

１４

地
区
担
当
制
を
導
入
し
、
担
当
地
区
内

の
農
地
及
び
農
業
者
の
状
況
把
握
、
相

談
活
動
の
強
化
を
図
り
、
農
業
委
員
活

動
の
充
実
と
農
地
行
政
の
円
滑
な
推

進
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。 �

��
�
�
�（　歳

・
宮
村
）

５７

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

（　

歳
・
美
流
渡
東
町
）

７２

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

（　

歳
・
美
流
渡
栄
町
）

６０

�
�
�
�

��
�
�
�
�

（　

歳
・
美
流
渡
栄
町
）

５３

�
�
�
�

の
農
業
生
産
力
の
増
進
と
農
業
経
営

の
安
定
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
業

を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
の
も
と
で

農
業
者
の
負
託
に
応
え
、
組
織
基
盤
の

拡
充
に
よ
る
地
域
農
業
の
推
進
を
図

る
べ
く
Ｊ
Ａ
合
併
の
実
現
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員

４
期
９
年
に
わ
た
り
、
本
町
の
農
業
者

の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
農
地
行
政

や
農
業
生
産
基
盤
の
確
立
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

�
�
�
���
�
�
	


�
�

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
キ
ャ
ン
ビ
ー
市
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�（　歳

・
上
幌
）

６３

�
�
�
�

　

昭
和　

年
か
ら
旧
栗
沢
町
農
業
協

５８

同
組
合
理
事
、
専
務
理
事
、
代
表
理
事

組
合
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
本
町

�
��
�
�
�（　

歳
・
北
斗
）

７２

�
�
�
�

�������������������������������������������������������������������������������������������
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平
成
７
年
か
ら
民
生
委
員
児
童
委

員
、
ま
た
、
昭
和　

年
か
ら
社
会
福
祉

５８

協
議
会
役
員
と
し
て
地
域
住
民
の
福

祉
の
安
定
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
美
流
渡
町

内
連
合
会
副
会
長
、
会
長
と
し
て
住
民

組
織
の
振
興
発
展
に
努
め
ら
れ
て
い

る
な
ど
、
本
町
の
社
会
福
祉
の
増
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

護
・
指
導
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
多
年

に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
安
定
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
地
方
自
治
の

進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
地
元
猟
友
会
と
し

て
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
よ
る
人
命
保
護

や
ア
ラ
イ
グ
マ
・
キ
ツ
ネ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
の
食
害
防
止
の
た
め
、
自
ら
の

危
険
を
顧
み
ず
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に

率
先
し
て
出
動
し
、
人
命
の
保
護
と
農

業
被
害
の
防
止
、
軽
減
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
更

生
保
護
行
政
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

更
生
保
護
女
性
会
会
長
と
し
て
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
や
子
育
て
支
援

運
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
住
民
の

社
会
福
祉
の
推
進
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
本
町

社
会
福
祉
の
増
進
と
進
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員　

年
、
こ
の
間

１５

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
及

び
空
知
支
部
長
を
歴
任
さ
れ
る
と
と

も
に
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
協
議

会
役
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
役
員
と
し
て
住
民
の
福
祉
の
安

定
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
多
い
美
流
渡
地
区

に
お
い
て
、
地
域
住
民
が
協
力
し
て
支

援
が
必
要
な
独
居
老
人
世
帯
等
を
訪

問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

に
努
め
ら
れ
、
住
民
の
自
主
的
か
つ
日

常
的
な
社
会
福
祉
活
動
を
取
り
入
れ

た
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

（　

歳
・
美
流
渡
本
町
）

７６

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

（　

歳
・
北
本
町
）

７０

�
�
�
�
�
�

　

民
生
委
員
児
童
委
員　

年
、
こ
の
間

３０

地
域
住
民
の
保
護
・
指
導
に
あ
た
り
、

地
域
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
な
ど
、

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

発
足
以
来
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
な
ど
を
継
続
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
力
さ
れ
、
本
町
の
更
生
保
護
活

動
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

　

発
足
以
来
、
献
血
事
業
へ
の
協
力
と

清
掃
活
動
や
社
会
福
祉
施
設
訪
問
な

ど
を
継
続
し
、
本
町
の
地
域
福
祉
の
推

進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
ち
い

荘
」
の
開
設
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
始
め
て
以
来
、　

年
に
わ
た
り
活
動

２０

を
継
続
し
て
お
り
、
こ
の
間
自
発
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い
ち
い
の
会
」
を
組

織
す
る
な
ど
、
献
身
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

入
村
者
に
対
す
る
外
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
地
域
と
の

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
「
補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ

５７

ア
」
と
し
て
組
織
さ
れ
、
以
来　

年
に

２３

わ
た
り
北
海
道
立
福
祉
村
入
村
者
に

対
す
る
衣
類
の
補
修
活
動
を
継
続
し

て
、
献
身
的
に
地
域
と
の
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。 �

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

空
知
信
用
金
庫
創
立　

周
年
を
記

８０

念
し
て
、
交
通
安
全
対
策
の
た
め
交
通

安
全
指
導
車
を
町
に
寄
附
さ
れ
、
町
政

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

����
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

平
成　

年
３
月
、
栗
沢
町
が
岩
見
沢

１８

市
・
北
村
と
合
併
す
る
こ
と
を
記
念
し
、

先
人
の
残
さ
れ
た
偉
大
な
歴
史
を
後

世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
永
遠

の
繁
栄
を
誓
う
道
標
を
記
念
碑
と
し

て
、
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�����
�����
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

（　

歳
・
美
流
渡
錦
町
）

７５

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

（　

歳
・
美
流
渡
末
広
町
）

７１

�
�
�
�
�
�

　

民
生
委
員
児
童
委
員　

年
、
こ
の
間

２１

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、

会
長
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
住
民
の
保

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
� �

�
�
�
�
�

（　

歳
・
万
字
仲
町
）

５９

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

　

平
成
元
年
に
北
海
道
立
福
祉
村
重

度
身
体
障
害
者
の
居
住
棟
が
増
設
さ

れ
た
の
を
機
に
、
平
成
３
年
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
す
み
れ
の
会
」
を
組
織
し
、



広報くりさわ 12月号 �

　

平
成　

年
度
の
栗
沢
町
納
税
表
彰
式
が

１７

　

月　

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町

１１

１７

長
表
彰
は
３
個
人
、
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
表
彰
は
３
個
人
・
４
団
体
が
受
賞
さ

れ
、
山
田
町
長
、
南　

榮
治
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

��������	
�����������������������������������������������������������������������������

����

������

　�長谷川幸廣さん（砺波）
　�熊野誼紀さん（由良）
　�佐々木昌美さん（万字）

�����������	�
��
�

　�栗丘町会納税貯蓄組合
　�必成第１納税貯蓄組合
����������	�
��
�

　�北通り町内納税貯蓄組合
　�西幸穂納税貯蓄組合

���������	
�
������

　�本田秀成さん（北本町）
　�伊藤　司さん（自協）
　�北山康夫さん（西本町）

������

��������	

　１０月３１日、赤坂プリンスホテルで国税庁の納
税表彰式が行われ、南  榮治さんが国税庁長官表
彰を受賞されました。
　南さんは、栗沢町納税貯蓄組合連合会長、南空
知地区納税貯蓄組合連合会長、北海道納税貯蓄
組合連合会副会長、全国納税貯蓄組合連合会理
事として、申告納税制度の普及発展に努め、納税
思想の向上、納税道義の高揚に貢献され、この度
その功績が認められての受賞となりました。

��������

��������

�������������

　全国納税貯蓄組合連合会が主催する「中学生
の税の作文」に栗沢中学校から３９点、美流渡中
学校から８点の応募があり、選考の結果、栗沢
中学校２年生の渡邊沙恵さんの作品が栗沢町
長賞に選ばれ、１１月１５日、南空知地区納税貯蓄
組合連合会、南 榮治会長より賞状及び記念品
が贈呈されました。
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　平成１７年度北海道社会貢献賞表彰式が１０月２７
日、ＫＫＲホテル札幌で行われ、川森勝衛さんが
北海道社会貢献賞（統計功労）を受賞されました。
　川森さんは、昭和４９年度実施の１９７５農業セン
サス調査員に従事して以来３０年にわたり統計調
査員として職務を遂行され、その間、栗沢町統
計調査員協議会副会長を歴任し、統計知識の習
得と調査技術の向上をはかり、統計思想の普及
向上に努めるなどの功績が認められての受賞と
なりました。

��������	
��

����

　１１月５日から７日までの３日間、岡山市で開催
された第５回全国障害者スポーツ大会で福祉村の
渡邉賢康さん、須藤隆行さん、和田佳子さんの３
名がメダルを獲得し、１１月１０日、山田町長へ報告
に訪れました。
　渡辺さんは、６０ｍとスラローム２の２種目で金
メダル（スラローム２は大会新記録）、須藤さんは
１００ｍで銀メダル、和田さんはソフトボール投で金
メダルと大活躍でした。

�������

��������	


　１０月３１日、商工会館で栗沢町商工会女性部
（西村ユキ子部長）にＪＲ北海道より感謝状が
贈られました。
　これは、永年、同女性部がＪＲ栗沢駅の花壇
に花を植えたり、駅周辺の草刈、跨線橋や駅構
内の清掃など美化奉仕活動を行ってきたことに
対して贈られたものです。

����

�������
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　栗沢町が国民年金事業者社会保険庁長官表彰
を受賞し、１１月１１日、町長室で表彰伝達式が行
われ、岩見沢社会保険事務所 近藤 勤所長より
賞状及び記念品が手渡されました。
　町で行っている被保険者の適用・納付指導及
び各種届出指導のほか、毎月広報誌に記事を掲
載し、積極的に制度周知を行っていることが認
められての受賞となりました。
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　 支出済額
1,945,477千円
 執行率３7.7%

　

平
成　

年
度
上
半
期
（
4
月
〜
9
月
）
の
収
支
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１７

　

厳
し
い
財
政
環
境
に
よ
る
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
町
民
皆
様
の
生
活
の
向
上

を
重
点
に
、
行
財
政
の
効
率
的
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
表
を
通
じ
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

民生費 162,846

衛生費 82,056

農林水産業費 334,258

土木費 76,792

消防費 97,855

教育費 117,111

公債費 458,741

※その他の内訳
　議会費　22,885
　労働費　　　81
　商工費　40,924
　諸支出金  1,000

※その他

予 算 額
5,154,767千円

100%

総総務務費費
11,,335588,,335555
((2266..33％％））

民民生生費費
558899,,229944
((1111..44％％））

衛生費
401,379
(7.8％）

農林水産業費
752,827
(14.6％）

商工費50,457(1.0％）

土土木木費費
448877,,220011
((99..55％％））

公公債債費費
993399,,118822
((1188..22％％））

議会費
６0,212
(1.2％）※その他

教育費
294,030
(5.7％）

消防費
211,683
(4.1％）

※その他の内訳
  労働費
      210（－）
  諸支出金
   4,937（0.1%）
  予備費
   5,000（0.1%）

美流渡歯科診療所診察用ユニット購入事業

総総務務費費
555500,,992288

※
予
算
額
は
、
平
成　

年
度
か
ら
繰

１６

り
越
し
た
予
算
と
9
月
補
正
後
の
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�������� �



広報くりさわ 12月号�

収 入 済 額予   算   額科            目
95,099187,684町 民 税
199,975323,523固 定 資 産 税
11,02611,161軽 自 動 車 税
18,88643,341市町村たばこ税

01特別土地保有税
149384入 湯 税

325,135566,094合 計

�������
�������

支出済額収入済額予 算 額

368,675278,916856,795国民健康
保険事業

235,706246,749586,370介護保険
479,617455,3141,139,245老人保健

39,1289,35696,636簡易水道
事 業

119,86143,338248,564下 水 道
事 業

水道病院
132,504834,257収入予算額収

益
的
収
支

66,130344,741収入済額
132,504834,257支出予算額
46,184361,978支出済額
62,5635,815収入予算額資

本
的
収
支

2,2480収入済額
81,0848,723支出予算額
18,8504,141支出済額

�������

���

※その他の内訳
地方譲与税　　　　41,768
利子割交付金　　　  1,341
配当割交付金　   　     203
株株式式等等譲譲渡渡所所得得割割交交付付金金 00
地地方方消消費費税税交交付付金金 42,86742,867
ゴゴルルフフ場場利利用用税税交交付付金金
　　　　　　　　　  8,6088,608
自自動動車車取取得得税税交交付付金金
　　　　　　　　　11,53711,537
地地方方特特例例交交付付金金　　15,43215,432
交交通通安安全全対対策策特特別別交交付付金金
　　　　   　　    　　 965965
分分担担金金及及びび負負担担金金 　1,9891,989
使使用用料料及及びび手手数数料料 4488,,992288
財産収入　  　　　　6,6406,640
寄附金　　  　　　　1,1,420420
繰入金　　　　　　　  　00
繰越金　　　　　　66,124
町　債　　　　　　　  　0 ※その他 諸収入 22,662

道支出金 29,381

国庫支出金 
19,016

地地方方交交付付税税
11,,662244,,997799

町税 325,135

収入済額
2,268,995千円
執行率44.0%

地方交付税
2,432,710
(47.2％）

町　税
566,094
(11.0％）

諸収入
112,211
(2.2％）

町 債町　債
711,100711,100
(13.8％）(13.8％）

道支出金
266,341
(5.2％）

国庫支出金
157,231
(3.0％）

地方譲与税
121,800（2.4％）
利子割交付金
4,000（0.1％）

地方消費税交付金
75,000（1.5％）
ゴルフ場利用税交付金
25,000（0.5％）
自動車取得税交付金
31,000（0.6％）
地方特例交付金
16,000（0.3％）
交通安全対策特別交付金
1,800（－％）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

分担金及び負担金
52,781（1.0％）

使用料及び手数料
83,430（1.6％）

財産収入
11,525（0.2％）

寄附金
1,431 （－％）

繰入金
423,844（8.2％）

繰越金
60,969（1.2％）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������ �������

� � � � �������

配当割交付金300
（－％）
株式等譲渡所得割交付金
200（－％）

5,154,767千円
100%

予 算 額

栗沢小学校体育館屋根･校舎外部改修事業

� �
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　合併後のごみの分別については、岩見沢方
式に移行することになります。燃やせるごみ、
燃やせないごみ、容器包装プラスチックごみ
は大きな変更はありません。

　現在の栗沢町の方式と大きな違いとしては
資源ごみ（びん・缶・ペットボトル）を色や材
質により６種類に分別し、かごによる回収を
行っている点です。

��������	
��
�������������������

　合併後の資源ごみの分別については、かご
による分別回収の準備が整うまでの間は現行
どおり透明袋により回収しますが、びん・缶・
ペットボトルの３種類程度に分別をお願いし
ます。
　準備が整った地域から順次かごによる回収
を実施し、分別についても、びんを無色、茶色、
その他の色の３種類、缶をスチール缶とアル
ミ缶の２種類、ペットボトル１種類の計６種
類に分別することになります。

　回収方法はリサイクルステーションに置い
てある６種類のかごごとに分別し、かごに直
接入れる方式となります。
　回収用のかご（リサイクルステーション）は、
各地域、町内会で設置することになりますが、
資源ごみの回収についてはある程度回収箇所
を集約した拠点回収となることから、かご（ス
テーション）の設置については、役場住民課社
会・環境担当に事前にご相談ください。

����������
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無色透明のびんで、他の色が一切混じっていない
もの

�����

ビールびんや一升びんのような茶色のびん。栄
養ドリンクのびん等

�����

無色のびん、茶色のびん以外の全てのびん。ワイ
ンボトル、めんつゆのびん等

�������

　　　　 マークの付いた缶。手では簡単につぶ
　　　　 れない。缶コーヒー、缶詰めの缶等

�����

　　　　 マークの付いた缶。手で簡単につぶれ
　　　　 る。ボトル形状の物もある。炭酸ジュ
　　　　 ース、缶ビールの缶等

����

　　　　 マークの付いたプラスチック製のボト
　　　　 ル。キャップとラベルは容器包装プラ
　　　　 スチックごみとして分別する。

������
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合併後のごみ袋については、次のとおりになります。

合併時より推奨袋（水色）になりますが、ピンク袋の在庫がある
あいだは、燃やせるごみの袋として使用することが出来ます。

燃やせるごみ

（指定ピンク袋）

合併時より半透明で中身が見える袋になりますが、ごみ袋の指定
はありません。なお、青色袋の在庫があるあいだは、燃やせない
ごみの袋として使用することが出来ます。

燃やせないごみ

（指定青色袋）

合併後も黄色袋を使用しますが、ごみ袋の指定はありません。な
お、現在使用している黄色袋の在庫があるあいだは、容器包装プ
ラスチックのごみ袋として使用することが出来ます。

容器包装プラスチックごみ

（指定黄色袋）

合併後も透明の袋を使用しますが、ごみ袋の指定はありません。
なお、透明袋の在庫があるうちは使用することが出来ます。ただ
し、かご回収による６種類の分別回収の準備が整った地域は使用
できません。また、地域でのかご回収の準備が整うまで、各家庭
でできる限り分別を行い、少なくともびん・缶・ペットボトルの
種類ごとの分別にご協力ください。

資源ごみ（指定透明袋）

びん・缶・ペットボトル

� � � 以上の点をまとめると、次のとおりになります。

�����
（現行）

　

 燃やせるごみ
 （指定ピンク袋）

 燃やせないごみ
 （指定青色袋）

 容器包装プラスチックごみ
 （指定黄色袋）

 資源ごみ（指定透明袋）
 （びん・缶・ペットボトル）

����
（合併後、資源ごみの分別体制
　が整うまでの期間）

 燃やせるごみ
 （水色推奨袋）

 燃やせないごみ
 （半透明袋）

 容器包装プラスチックごみ
 （黄色袋）

 資源ごみ・びん
 （半透明袋）

 

 

 資源ごみ・缶
 （半透明袋）

 
 

資源ごみ・ペットボトル
 （半透明袋）

����
（合併後、資源ごみの分別体制
　が整った後）

 燃やせるごみ
 （水色推奨袋）

 燃やせないごみ
 （半透明袋）

 容器包装プラスチックごみ
 （黄色袋）

 資源ごみ・無色びん
 （かご収集）

 資源ごみ・茶色びん
 （かご収集）

 資源ごみ・その他色びん
 （かご収集）

 資源ごみ・アルミ缶
 （かご収集）

 資源ごみ・スチール缶
 （かご収集）

 資源ごみ・ペットボトル
 （かご収集）

� �

� �

� �

� �

�
�

�

�

�

�
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現在栗沢町でもコンポスト設置補助として同様
の制度がありますが、合併後の制度は補助率、
上限額ともに有利な内容になります。
○コンポスト(電動式生ごみ処理機は対象外)購入後
○補助率１０分の９   上限６,６００円   １世帯２個まで

��������	
��
��������

各町内会に設定しているごみステーション（一
般家庭ごみ用ステーション）に鉄製の保管ボッ
クス等を設置するための助成金です。
○耐久性に優れ、カラス、犬、猫等が侵入できない
　構造で、前面開閉式のもの
○１基につき設置費用の３分の１
　（その額が３万円を超えるときは３万円）��������	
��
����

合併後、資源ごみ（びん・缶・ペットボトル）
を６種類に分別回収することになりますが、そ
の際はステーションに設置した回収容器（かご）
に直接入れる方式となり、回収容器の設置が不
可欠となりますので、この回収容器を購入する
ための補助金です。
○資源ごみの種類毎に分類して収納できるもの。
　耐久性に優れ、衛生的、美観を損なわないなもの。
○新規実施町内会は、初回に限り、概ね１００世帯に
　１容器（世帯数の基準についてはご相談ください）
　　�缶類、びん類の回収容器は、
　　　　１容器全額補助、限度額４,０００円
　　�ペットボトルの回収容器は、
　　　　１容器全額補助、限度額１５,０００円

��������	
��
���

資源ごみを回収するかご（回収容器）を、雪や
風から守り保管するステーションを整備するた
めの助成金です。
○設置費用の１０分の８を助成し、その額が５０万円
　を超える場合はその２分の１を加算する。
　（ステーションタイプは上限１０万円）

※各制度を利用する場合は、事前に役場住民課
社会・環境担当にご相談ください。

� � � � � ��� � � � � � �

� � �

��������������

� 燃やせないごみ袋は半透明の袋なら何でも良いそうですが、
買物袋は使えますか？

� 中身が見える袋なら使って良いが、真っ白など中身が見えな
いものは使えません。

����������������		

� 合併したらごみ収集の回数は減り
ますか？

� 来年度（H18）は今と回数、曜日
とも変わらない予定です。ただし、
平成１９年度に計画を見直し、効率
的な地区設定を行うため、収集区
域等の変更があるかもしれません。

� 合併後も容器包装プラスチックご
みは分別収集するのですか？

� はい。現在、岩見沢市ではプラス
チックごみは分別していませんが、
栗沢町と北村では分別を行ってお
り、栗沢町と北村は合併後も引続
き分別収集を行っていきます。
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� 割れたびんは資源ごみとして出しても
良いですか？

� 色の区別がきちんと出来ていれば構い
ません。

� ラベルははがさなければならないので
すか？

� ペットボトルは必ずラベルをはがし、
キャップを取ってください。びんのラ
ベルははがさなくても構いません。

� かごでの回収はいつ頃までに実施しな
ければならないのですか？

� 合併後、すぐに実施するのは難しいの
で、２年程度の期間での実施を考えて
います。

� リサイクルステーション（かご）は現在
あるごみステーション全ての箇所に設
置するのですか？

� いいえ。現在、岩見沢市では資源ごみ
の回収拠点（リサイクルステーション）
については１００戸程度に1箇所の設置と
なっており、栗沢町でも５０戸～１００戸程
度に１箇所の設置を考えています。

� リサイクルステーションを設置する場所
がない場合はどうすれば良いのですか？

� 必ずしもステーションを設置しなくて
も、住宅街などはかごのみの設置でも
構いません。ただし、その場合はかご
の管理が負担となってくることが考え
られます。

� リサイクルステーションの設置基準に
満たない小規模な町内会は設置できな
いのですか？

� 隣の町内会と協力して設置するなどし
ていただきたい。しかし、どうしても
無理な場合は役場に相談してください。

� かごでの回収が始まるまでの資源ごみ
の出し方は、今までどおりごみ袋で出
して良いのですか？

� かごでの回収が始まるまではごみ袋で
の回収になりますが、びん・缶・ペット
ボトルの３種類程度に分別してください。

� 缶はつぶして出したほうが良いですか？

� つぶしても、つぶさなくてもどちらで
も構いませんが、つぶす場合は軽くつ
ぶす程度にしてください。

����������������		
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� リサイクル活動冬季対策支援助成金に
ついて、上限１０万円のステーションタ
イプとはどのようなものですか？

� ステーションタイプとは、回収容器（か
ご）が６～１０個程度収納できる小型のス
テーションで、通常、住宅街等に設置す
る場合はこのタイプになります。農村
地区等で冬季間の回収が困難な地域で
は、大型のステーションを設置し、２ヶ
月に1度程度の回収を行っている地域も
あり、こういった地域の大型のステー
ションを設置する場合は１０万円以上の
助成を受けることもできます。

� リサイクル専用回収容器購入費補助金で
購入できる回収容器（かご）は、びん３
種類、缶２種類、ペットボトル１種類の
計６個までですか？

� 回収容器（かご）の設置個数は、町内会
の人数や資源ごみの量などを考慮しま
す。

� コンポスト購入助成金は、栗沢町の制
度で助成金をもらっている場合でも対
象になるのですか？

� 栗沢町で助成を受けてから５年程度経
過していれば、耐用年数も考慮し助成
対象とする予定です。
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ヘヘ ビビ ーー 級級 優優 勝勝ミミ ドド ルル 級級 優優 勝勝フファァミミリリーー級級優優勝勝

　１１月６日、今年で１４回目を数える全道玉入れ選手権大会が、海
洋センターで開催され、全道各地から５４チームが参加し白熱し
た闘いが繰り広げられました。
　競技開始前から会場は熱気に包まれ、「競技前のチーム紹介で
こんなに盛り上がったのは初めてでは」と山田町長。
　競技が始まると、円陣を組み、掛け声を上げ、気合を入れる
チーム、衣装を揃え、振付をしながらの応援団、と会場内は益々
ヒートアップ。パーフェクトを達成するチームには大きな拍手
と歓声が湧き上がるなど会場にいる人みんなで大会を盛り上げ
ていました。
　結果は、ヘビー級では、旭川市の「デイ・トリッパー」が３連
覇を、ミドル級では、町内チームの「いいちころ」が５連覇を達
成、ファミリー級では、石狩市の「佐々木家」が優勝しました。

　ウインズ・バ
ンド  レルシア
の第９回定期演
奏会が１１月５日、
町民センターで
開催されました。
ＴＶ時代劇の主
題歌５曲のメド
レーなど馴染みの曲を演奏。時折、ユニークなパ
フォーマンスを交えたり、台所用品を楽器に替え
ての演奏など訪れた人たちは大喜びでした。
　最後には、栗沢町として開催する最後の定期演
奏会ということで、「くりさわ賛歌」を演奏し、く
りさわ合唱団のみなさんが歌うというコラボレー
ションを披露。会場に訪れた人たちも大合唱し、
例年とは違った演奏会となりました。

� � � � � � � � � 	
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　長寿大学（学生１１８名）の学園祭が、１１月１２日、町民センター
で開催されました。学生の皆さんによる手話・詩吟などのサー
クル発表やヨーヨー釣り、ひもくじ、輪投げなど趣向を凝らし
た模擬店には、大勢の子供たちが集まり、おじいちゃん、おばあ
ちゃんと楽しい一時を過ごしました。

���������	


� � � � � � �

　10月２９日、美流渡保育所なかよし園のおゆう
ぎ会が、美流渡コミュニティ・センターで行わ
れました。
　園児たちは、この日のために一生懸命練習し
た歌や踊りを元気いっぱい披露。お父さんお母
さんたちは、その姿をカメラやビデオに収めな
がら楽しみました。
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　栗沢中学校３
年生を対象に１１
月７日、更生保
護女性会（清水
ヨシ子会長）の
会員１０名を講師
に迎え茶道教室
が開催されまし
た。これは同会
が若い年代の人

たちに礼儀作法などを伝えたいと学校側に声を掛け実
現したものです。
　教室では、最初に講師による実践やお点前などの説
明を受け、そのあと４つのグループに分かれ、生徒一
人ひとりが実際にお茶を点てました。なかなかうまく
いかない生徒、すぐに慣れ手際よくお茶を点てる生徒
と様々でしたが、普段とは少し違った授業を楽しみまし
た。生徒達にとって、将来きっと役立つことでしょう。

� � � � � � �
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　栗沢町老人クラブ連合会（南 榮治会長）の創立40周
年記念式典が１１月８日、町民センターで大勢の参加の
もと行われました。
　式典では、同連合会に尽力された方々への表彰など
が行われました。また、参加された方々には、多種多
様な活動を展開している同連合会のあゆみが記された
「創立４０周年記念誌」が配付されました。
　式典終了後には、祝賀会も開催され、会場に集まっ
た方の中には、４０年の歴史を振り返りながら、昔を懐
かしむ声も聞かれました。

　１０月３０日、福祉村体育館で福祉村推進員会創立４０周
年記念大会が開催されました。同会は脳性マヒを中心
とした重度の障害者の方々の生きる場「福祉村」の建
設を求め発足したものです。
　この大会では、会のあゆみをスライドで紹介したり、
合唱団「ＫＩＢＯ」によるコンサートも開かれました。最
後には、同合唱団とくりさわ合唱団の皆さんが合同の合
唱を披露。大会の締めには、会場に詰めかけた全員で
「見上げてごらん夜の星を」を大合唱し終了しました。

　中学生国際交流派遣団を受け入れるな
ど、栗沢町とキャンビー市の交流にご尽
力いただいているナンシー・ウィルムズ
さんが、町教育文化功労賞受賞のため、
来町されました。
　滞在中は、国際交流協会主催の歓迎会
に出席されたり、町内の小中学校を訪問
されるなど、町民との交流をより一層深
められ、２６日帰国されました。

� � � � � � � � �

　町文化協会（中沢一麻会長）が主催する総合文化
祭展示発表会が１１月２日から４日までの間、町民セ
ンターで開催されました。
　会場には、文化協会加盟団体のほか、各サークル・
団体等２７団体から９００点を超える作品を展示。訪れた
人たちの目を楽しませてくれました。
　さらに２０日には、芸能発表が行われ、大正琴や舞
踊、ダンスなど２５団体から大勢の方が、日頃の練習
の成果を披露。会場に詰めかけた多くの方々から拍
手を受けていました。

� � � � �

▲芸能発表会
�展示発表会
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　教育文化センター (学務課・社会教育課) �45－2361
　海洋センター �45－4600　給食センター�45－2368　すみれ幼稚園�45－4157
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すすすすすすすすすすすみみみみみみみみみみみれれれれれれれれれれれ幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園児児児児児児児児児児児募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集
　町立すみれ幼稚園では、平成18年度の園児を募集します。入園を希望する方は、次に
よりお申し込みください。
● 経費
　入　園　料　　　　　　７,２００円
　保　育　料　　　　月額５,０００円
　預かり保育料　　　月額３,０００円（希望者のみ）
　その他に給食費・行事費・教材費などの実費が必要です。
● 預かり保育
　保育時間を午後５時３０分まで延長できます。
　希望される方は、その旨をお申し出ください。
● 受付期間
　平成17年１２月8日（木）～平成18年１月20日（金）
　午前９時～午後５時（土・日・祝日、１２月３１日～
                                     １月５日は、除く。）
● 入園手続き・問合せ先
　すみれ幼稚園（�４５－４１５７）
　教育委員会学務課総務・学校教育担当（�４５－２３６１）
※ 申し込みには、印鑑をご持参ください。
　 なお、入園希望者が定員を大幅に超える場合は、抽選となります。

　　　　　　��������	
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長沼町開基100年を記念して創作された郷土芸能です。　「石
狩平野の誕生」・「移民渡海」・「開拓百年」・「未来躍進」など
の演奏を楽しんでください。
●日　時　１２月10日（土）午後1時
●会　場　長沼町民会館
●出　演　長沼百年太鼓保存会、長沼舞鶴小学校児童、　　
　　　　　岩見沢幌向太鼓・近隣市町村の太鼓仲間（友情出演）
●入　場　無　料
●主　催　長沼百年太鼓保存会
問合せ先　長沼町教育委員会 社会教育課 文化振興係
　　　　　　�0123-88-2111（内線366）
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●期　間　平成18年1月6日（金）～18日（水）
●会　場　くりやまカルチャープラザ「Ｅｋｉ」
●時　間　午前11時～午後6時
●入　場　無　料
●内　容　フランスの画家、ベルナール・ビュツフェの銅版
　　　　　画集「純粋の探求」と、アントニオ・クラーベ
　　　　　の石版画の代表作を公開
●主　催　栗山町教育委員会
問合せ先　栗山町教育委員会
　　　　　　（�0123-72-1117）
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農村らしさを活かした「食育」について考えてみませんか？
●日　時　１２月１1日（日）午前10時～午後0時30分まで
●会　場　由仁町文化交流館ふれーる
●講　師　天使大学　看護栄養学部栄養学科
　　　　　　教　授　荒井　義人　氏
●主　催　（財）北海道生涯学習協会・由仁町教育委員会
●主　管　由仁町社会教育の会
問合せ先　由仁町教育委員会 教育課 社会教育担当
　　　　　（�0123-82-2000）

　　　　���������	
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●日　時　12月18日（日）午後1時30分（午後1時開場）
●会　場　由仁町文化交流館
●入　場　無　料
●曲　目　ふれあい、太陽がくれた季節、虹と雪のバラード 他
問合せ先　コールいちい代表　大畠（�0123-83-3619）
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美美美美美美美美美美中中中中中中中中中中のののののののののの生生生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒６６６６６６６６６６名名名名名名名名名名がががががががががが町町町町町町町町町町長長長長長長長長長長をををををををををを訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪問問問問問問問問問問美中の生徒６名が町長を訪問
　１１月１５日、美流渡中学校の社会科（選択教
科）を選択している生徒のうち６名が山田町長
に、市町村合併について質問するため町長室
を訪れました。
　生徒達は始め、山田町長を目の前に少し緊
張気味でしたが、徐々に緊張もほぐれ、「財政
難はいつから始まったのか？」、「合併した場合、子ども達にとって一
番のメリットは？」などと質問しました。また、別のグループは１８日に
岩見沢市長を訪問。この結果をレポートにまとめるそうです。レポー
トの仕上がりが楽しみですね！
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一般書

シャネル　　　　　　　　　　　　藤本　ひとみ
摩天楼の怪人　　　　　　　　　　島田　荘司　
マルコの夢　　　　　　　　　　　栗田　有起

ジョナさん　　　　　　　　　　　片川　優子

知って安心かぜ対策　　　　　　　小菅　孝明

児童書 だれも知らないサンタの秘密　　　アラン・スノウ
おりの中の秘密　　　　　　　　　ジーン・ウィリス

ふろしき大研究　　　　　　　　　宮井株式会社

ふゆのひのトラリーヌ　　　　　　どいかや

プーさんどこかな？　　　　　　　講談社

資料館・図書館
 6日（火）・13日（火）・20日（火）・ 
２３日（天皇誕生日）・２7日（火）
３０日～１月５日（年末年始の休館）
こども館
 4（日）・１1日（日）・１8日（日）・      ２３
日（天皇誕生日）・25日（日）
３０日～１月５日（年末年始の休館）
栗沢町工芸館
　毎週月曜日・火曜日（月・火曜日が
祝日の場合、翌日に振替える）
２５日～１月５日（年末年始の休館）
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　来夢２１ �45－2105

一般書
「ラ・パティスリー」　
　　　　　　　　上田　早夕里
　坂の上の洋菓子店に、ある日
突然現れた謎の菓子職人・恭也
と新米パティシエ・夏織。　　　
ふたりの交流を通じて描く洋菓
子店の日常と、そこに集う恋人、
親子、夫婦たちの人間模様。　
甘くほろ苦いパティシエ小説。
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児童書
「まんげつのよるに」
　　　　　　　　　あべ　弘士　
　大好きな友だちが変わってし
まって、それまでのことをすべて
忘れてしまっていたら…。オオカ
ミのカブとヤギのメイがたどりつ
いたのは、希望の森か、それとも哀
しみのはてなのか…？　　　　　
感動のシリーズ第７巻！

���
◎資料館体験事業
＝語り・くりさわの昔ばなし＝
★昔から語り継がれてきた先人の貴重な〝くりさわの昔ば
　なし〟に加え、〝日本の昔話〟も登場！「栗沢の昔ばなし
　第２集」に収録されたお話もおもしろいですよ。

◎きみがチャンピオン！　 こども館プレールーム
＝将棋駒積み＝
　　７日（水）・１４日（水）・２１日（水）・２８日（水）
　　午後２時３０分～

����
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◎ お話の会　　図書館お話の部屋
●１２月７日（水）午前１１時～
 　＜このゆびとまれ＞他
●１２月８日（木）午後２時３０分～
　＜ねむいねむいねずみの　あまやどり＞他
●12月２１日（水）午前１１時～
　＜てぶくろ＞他
●1２月２２日（木）午後２時３０分～
　＜いちばんちいさい　トナカイ＞他　　　
◎来夢シアター　　図書館研修室
●１２月１１日（日）午後１時～
　＜オペラ座の怪人＞
　　パリ、１８７０年代、オペラ座では“ファントム”(オペラ座の
　怪人)のしわざとされる謎の事件が続いていた。リハーサル中
　の事故でプリマドンナの代役を務めたクリスティーヌは、ステ
　ージで喝采を浴びる。その喜びもつかの間、仮面をかぶった謎
　の怪人にオペラ座の地下深く連れ去られる…。

◎こども映画会　　図書館研修室
●1２月１０日（土）午前１０時３０分～
　＜シャーク・テイル＞
　　クジラの洗車場“ホエール・ウォッシュ”で働くオスカー
　は、でっかい野望を抱く小さな魚。ひょんなことから鮫を退
　治したと嘘をつき、一躍ヒーローに！そんなオスカーが正直
　者のレニーと出会う。レニーは大ボス鮫ドン・リノの息子で、
　なんとベジタリアン。
　　海の底の大都会サイクスで繰り広げられる楽しい仲間た
　ちの愛と友情にあふれた大冒険物語！
●１２月２４日（土）午前１０時３０分～
　＜ポップアップミッキー　すてきなクリスマス＞
　　心おどる楽しくて特別な日クリスマス。３Ｄで生まれ変
　わったミッキーたちが飛び出して、クリスマスの物語が次々
　に始まります。ミッキーと仲間たちの、クリスマスならでは
　の心温まるストーリー。やさしい気持ちになれるディズニ
　ーオリジナルの新しい映像をお楽しみください。

◎みんなで遊ぼう！　こども館プレールーム
　　２日（金）　　にょろにょろどじょう
　　９日（金）　　ハンカチおとし
　　１６日（金）　　ガードマンボール
　　午後３時２０分～

　１２月１5日（木）午後２時３０分～　＜かさじぞう＞他
　　語り手　滝谷　寿美　さん
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～ 睡眠不足を解消し、ストレス発散の機会を増やしていこう～

　最近、幼稚園の保育士さんや小学校の先生の間から「休み時間になっても遊ぼうとせず、日向ぼっこをしながら休

んでいる子が増えている」との声が聞かれるような状況が増えてきています。

　こうした現象の背景には、睡眠不足、ストレスの増加、運動不足、食生活の乱れなどに加えて、塾や習いごとなど

で大人以上に心身共に疲れている子供たちの現実があるようです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食生活の改善も健康には大切ですが、体と心の疲れを取り除いてあげることも健康づくりには重要な要素ではないで

しょうか。「眠い」「だるい」「疲れた」などの言葉を連発してきたら、すでに危険信号と考えましょう。

≪睡眠時間は十分ですか？≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成7年の乳幼児栄養調査によると、１歳以上の幼児の４割が１０時以降に就寝するという結果が出ており、年々朝寝

坊型の子供が増えている傾向が見られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔睡眠不足によって起こる問題〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　① 就寝時間が遅いと起床時間が遅くなり、１日の生活リズムが乱れて睡眠不足につながる　　　　　　　　　　　

　② 夜更かしをする子供は、夜食を摂ることが多くなり、肥満の原因となる　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　③ 風邪をひきやすい、病気に罹りやすい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　などの原因となるので、注意が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　〈望ましい睡眠時間の目安としては〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○乳幼児期・・・１２時間～１６時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○幼児期　・・・１１時間～１４時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○学童期　・・・９時間～１１時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　個人差はあるでしょうが、これより少ない睡眠時間であれば、少し早めに寝かせるように努め、睡眠時間を十分とる

ようにしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【改善するためのポイント】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　○親も一緒に早寝、早起きの習慣に改善していく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○日中は体を十分に動かすような機会を多くつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○生活リズムを乱さないように規則的な毎日を送るようにする

≪ストレスはたまっていないですか？≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　最近の子供たちは、家族関係や友達関係の複雑化により、ストレスを受けやすい環境にあります。　　　　　　　　

　しかし、塾や習いごと、テレビゲームやパソコンの普及により外遊びの時間が減り、ストレスを発散できない子供が

増えています。子供は、大人よりもストレスの影響を受けやすく、心の健康管理が大切です。　　　　　　　　　　　

　〔ストレスによって起こる症状〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　① 乳幼児期では、食欲不振、嘔吐、腹痛、夜尿症、頭痛などを起こす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　② 学童期では、腹痛、頭痛、立ちくらみなどを起す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　③ 不登校、暴力、いじめなどの問題行動につながっていく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ストレスを上手に発散させるポイント】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　○心の３大栄養素と呼ばれる「たんぱく質」「ビタミン」「ミネラル」などを含む食品を十分に摂る　　　　　　　

　　（たんぱく質・・・魚類・肉類・卵・大豆製品など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（ビタミン類・・・新鮮な野菜類や果物類など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（ミネラル類・・・海藻類・小魚類・乳製品など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○外遊びなどで体を動かす機会を増やす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○折にふれて楽しいことに熱中する時間をつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○「ダメ」とか「早くしなさい」などの強制や禁止事項をできるだけ減らし、のびのびと生活させる

　以上のことを踏まえて、生活習慣の改善だけではなく、心の健康も合わせた健康づくりが、社会環境の変化が著し　

い現代の子供たちにとっては大切になってきているのではないでしょうか。
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くらしのテレホンガイド�45－3301
（　　）はサービスコードの番号です

○BCG接種　（５５１）
　１２月１５日（木）保健福祉センター　１３：００～１３：３０
○乳児健康診査　（５６１）
　１２月１日（木）保健福祉センター　１３：００～１５：００
○すくすく親子相談
　１２月１日（木）保健福祉センター　９：３０～１１：３０
○1歳6ヶ月児健康診査　（５６２）
　12月１４日（水）保健福祉センター   １３：３０～１４：００
〇３歳児健康診査　（５６３）
　１２月１４日（水）保健福祉センター　１３：００～１３：３０
○健康づくり相談　（５８０）
　１２月６日（火）万字福祉センター　１３：３０～１４：３０
　１２月８日（木）美流渡西町会館　　１４：００～１５：００
○すこやか教室　（５８１）
　１２月６日（火）万字福祉センター　１２：３０～１３：３０
　１２月８日（木）美流渡西町会館　　１３：００～１４：００
○ふれあい（要介護予防）教室　（５８２）
　１２月２日（金）保健福祉センター　１１：００～１６：００
　１２月９日（金）　　　〃　　　　　　　　　〃
　１２月１６日（金）　　　〃　　　　　　　　　〃

○心の健康相談
　眠れない。何ごとにも自信がなく、やる気がしない。
人に会いたくない。物忘れがひどいなどの症状がある。
お酒を飲み、日常生活に支障をきたしているなど、心
の病気について心配な方、悩んでいる方なら、どなた
でも、どんなことでも相談を受けられます。　
相  談  日　　１２月１５日（木）
受付時間　　午後１時～３時
場　　所　　岩見沢保健所　診断室・多目的研修室
　　　　岩見沢市8条西5丁目（空知支庁合同庁舎１
階）
担　　当　　精神科医師・保健師
　（電話予約制）岩見沢保健所　子ども・保健推進課
　　　　　　　　� ２３－２２３１（内線３６７９・３６７７・３６７８）
※ 予約の受付時間は、相談日前日の午前中までとなり
ます。相談日以外でも、随時相談を受けていますので、
どうぞ気軽にお電話ください。
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　平成18年４月１日より、麻しん(はしか)と風しん対策をより一層強化するため、麻しん（はしか）と風しんの
混合ワクチン２回  接種制度が導入されます。
○　現在は、生後１２ヶ月から生後９０ヶ月の間に、麻しんと風しんの単抗原ワクチンを１度ずつ接種する制度で
　すが、平成１８年４月から麻しんと風しんの混合ワクチンを接種する制度に変更になります。
○ 　さらに、より高い予防の効果を得るために、麻しん風しん混合ワクチンの２回接種を導入します。第Ⅰ期
　は、生後１２ヶ月から生後２４ヶ月の間に接種し、第Ⅱ期は、就学する前の１年間に接種することになります。
　ただし、平成１８年３月３１日までに、麻しんと風しんの単抗原ワクチンを両方またはどちらか一方でも接種さ
　れているお子さんや、過去に麻しんまたは風しんにかかったことのあるお子さんは、麻しん風しん混合ワク
　チンの第Ⅰ期・第Ⅱ期ともに、接種する必要はありません。
○　そのため、平成１８年４月１日以降は、定期の予防接種(予防接種法に位置づけられている予防接種)としては、
　従来どおりの麻しんまたは風しんの単抗原ワクチンを受けることはできなくなってしまいます。�����
���������	
���
������������������������ !�"��������	
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�����
　�����生後１２ヶ月から生後９０ヶ月に至るまでのお子さん
　������麻しんワクチンと風しんワクチンを１回ずつ接種する

�������
　�����第Ⅰ期　生後１２ヶ月から生後２４ヶ月に至るまでのお子さん
　　　　　第Ⅱ期　①就学前１年間にあるお子さんで、第Ⅰ期を終了した方
　　　　　　　　　②就学前１年間にあるお子さんで、麻しんと風しんの単抗原ワクチンをいずれも未接種で、
　　　　　　　　　かつ、麻しん風しんに過去にかかっていない方
　������麻しん・風しん混合ワクチンを第Ⅰ期・第Ⅱ期で１回ずつ接種する
　　※  麻しんと風しんの単抗原ワクチンをどちらか一方でも受けた方は、第Ⅰ期・第Ⅱ期ともに麻しん風しん
　　　  混合ワクチンを接種する必要はありません。

出生時　　６ヶ月　　１２ヶ月　　１８ヶ月　24ヶ月　　３歳　　　４歳　　　５歳　 　６歳　 　７歳　  　８歳　ワクチン
１回

Ⅱ期
１回

Ⅰ期
麻しん風しん　
混合ワクチン

8歳 7歳 6歳 5歳4歳 3歳24ヶ月18ヶ月  12ヶ月6ヶ月出生時ワクチン
1回麻しんワクチン

1回風しんワクチン
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　携帯電話には、金、銀などの希少金属が使われてお
り、貴重な資源としてリサイクルされています。
　使わなくなった携帯電話は、お近くの携帯電話販
売店へお持ちください。
　販売店では、ブランド、メーカを問わずお引き取り
していますので、みなさまのご理解、ご協力をお願い
いたします。
�����������	
��
�
　http://www.mobile-recycle.net/
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　師走に入り、ストーブなどの暖房器具を使用する機会が多くなりました。
これらの器具は使い方を誤ると、重大な事故や火災が発生する危険性があります。
　次のことに注意しましょう。
◇ ストーブの周辺に燃えやすいもの（洗濯物など）を近づけない
◇ スプレー缶（殺虫剤やヘアースプレーなど）をストーブ付近で使用しない
◇ 火の気があるところや換気の悪いところでは給油しない
◇ 火がついたままで給油をしない
◇ 使用している燃料を確認してから給油する
◇ 外出時や就寝時には必ず火の元を確認する
◇ 器具の取扱説明書をよく読み使用法を再確認する
　今年も残りわずかとなり、忙しい毎日を過ごされていると思いますが、事故や火災はちょっとした油断
から発生しますので、みなさんで『火の用心』を心掛け、明るい新年を迎えましょう。
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いざというときはあわてずに　火事と救急は119番へ

　火災の問合せは　�　24－0119番へ

　一般の問合せは　�　45－2009番へ
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　栗沢町では、次の日程で、夜間納税窓口を開設し、
町税等の納付及び納税相談を受付ます。
　仕事などで日中に納付できない方や納税について
相談したいことのある方は、この機会に是非ご利用
ください。

開設日時
　　　１２月１５日（木）午後８時まで
開設場所
　　　栗沢町役場　１階　
　　　住民課税務担当（５番窓口）
問い合わせ先
　　　�４５-２４１１　内線２３２
　なお、この日は、空知支庁及び管内すべての市町
村のおいても、同様に窓口を開設しています。
　転勤などで当町にお住まいの方で、前居住地の市
町村に連絡を取りたい方は、直接ご連絡ください。

「夜間納税窓口」の開設について

�日　　時
　　　　平成１８年１月２１日（土）
　　　　午後６時（午後5時30分開場）

�場　　所
　　　　岩見沢市民会館「まなみーる」

�料　　金
　　　　大人2,000円　小人1,000円(チケット販売中）

�チケット販売先　　
　　　　岩見沢市観光協会、FMはまなす、
　　　　栗沢町商工会、窪田商店（北村）

�実行委員会　
　　　　岩見沢市PTA連合会・栗沢町PTA連合会
　　　　北村PTA連合会

�問い合わせ先
　　　　岩見沢市観光協会　� 22－3470
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広報くりさわ 12月号 ��

����

●���������	��
��
����は、１２
月３１日�から１月５日�まで閉庁します。ただし、出
生届と死亡届、水道、納税事務などは日直者が取り扱
います。

●��������	
�����は、１２月３１日�か
ら１月５日�まで休みとなります。
　また、����の休館日については１５ページでご案内
しています。

●��������	
�については、１２月３１日�か
ら１月５日�まで休館します。ただし、������
は１月１日�及び２日�が休みとなります。

●������は、１２月３１日�から１月３日�まで休
診します。なお１２月３０日�、１月４日�及び５日�は
午前中のみの診療です。

●��������	
��
�は、１２月３１日�から１
月５日�まで休みとなります。

●������は、１２月３０日�から１月３日�まで休
診します。

●��������は、１２月３０日�から１月４日�ま
で休診します。

●������は、１２月３１日�から１月５日�まで休
みとなります。

●����は１月１日�から３日�まで休みとなりま
す。

●���������	
は１２月３１日�から１月５日
�まで休みとなります。

� � � � �� � � � � �� �� �� � �� �

�� �� �� �� �
受 付 期 間資 格種　 目

平成１7年１１月１日（火）～
平成１8年１月１0日（火）～

中卒(見込含）
１７歳未満の男子自 衛 隊 生 徒

年 間 を 通 じ て
行なっております

18歳以上　　　
27歳未満の男子２等陸・海・空士

※　問い合わせ先
　役場総務課庶務担当（�45－2411）又は、
　自衛隊札幌地方連絡部岩見沢募集事務所（�23－5514）

　北海道最低賃金の改定に続き、今般、１２月１日より北
海道産業別最低賃金については、一部改定発効されます。
　改定内容（最低賃金額・時間額）については、次のと
おりです。

�� �� �� �� �� �� �� ��
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　　時間額���円　平成１7年１０月１日発効
�������

�����������

　　時間額���円　平成１7年１２月１日発効
�����

　　時間額���円　平成１7年１２月１日発効
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　　時間額���円　平成１7年１２月１日発効
����������	�
��
����

　　時間額���円　平成１7年１２月１日発効
����������	�
��
����	�����

�����

　　日額�����円　時間額���円　平成１２年１２月１日発効
������

　�０６８－０００５ 岩見沢市５条東１５丁目７番地の７
　　北海道労働局岩見沢労働基準監督署（�２２－４４９０）

� � � � � �� �
� � � � � � � �
　わたしたち“くりさわ青年協議会”では、ご家庭
からお預かりしたクリスマスプレゼントを、お父
さん・お母さんに代わって、サンタクロースとして
イブの夜（２４日）にお子様達にお届けしています。
　ご希望の方は下記まで、ぜひお申込みください。

☆申込方法
　　住所・申込者氏名・電話番号・お子さんのお名
　前（必ずひらがなで記入してください）・家まで
　の略図を申込用紙に記入の上、栗沢町教育委員
　会内の受付箱に投函してください。

☆対象者・・・・小学生以下

☆申込受付期間
　　１２月１日（木）～１２月１８日（日）
　　プレゼントは１２月１８日（日）の午後１時から４
　時までに教育文化センター２階会議室へお持ち
　ください。

問い合わせ先　くりさわ青年協議会
　　　　　（教育委員会内）�45－2361
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　平成17年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。

　調査の実施に当たっては、本年１２月から来年１月

にかけて調査員がお伺いします。

　なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確

なご記入をお願いします。

経済産業省・北海道・栗沢町



広報くりさわ 12月号��
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２日　すみれ幼稚園児出前おゆうぎ会
　　　（午前10時・いちい荘）
４日　栗沢保育園おゆうぎ会
　　　（午前９時３０分・町民センター）
６日　栗沢町長寿大学閉講式
　　　（午後１時・町民センター）
９日　すみれ幼稚園もちつき 
　　　(午前９時30分・同園）
　�　美流渡保育所なかよし園もちつき
　　　（午前１０時・同園）
10日　栗沢保育園もちつき(午前９時・同園）
　�　心配ごと相談・行政相談
　　　（午後１時～３時・町民センター）
　�　福祉村クリスマスパーティー
　　　（午後２時３０分・福祉村体育館）
14日　新規就農者奨励金贈呈式
　　　（午前１１時３０分・町民センター）
　�　新規就農者激励会
　　　（午前１０時３０分・町民センター）
15日　いちい荘ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ・栗沢保育園児出
　　　前おゆうぎ会（午後４時・同荘）　
17日　来夢２１まるごとクリスマス
　　　（午前１０時・同館）
20日　心配ごと相談
　　　（午後１時～３時・美流渡支所）
21日　すみれ幼稚園クリスマス会
　　　（午前１０時・同園）
2２日　栗沢保育園クリスマス会
　　　（午前９時３０分・同園）
　�　美流渡保育所なかよし園クリスマス会
　　　（午前１０時・同園）
　�　町内小中学校終業式
26日   心配ごと相談
　　　（午後1時～３時・万字連絡所）
28日　いちい荘もちつき（午前10時15分・同荘）

５日　栗沢消防出初式
　　　（午前１0時・消防栗沢支署前）
６日　新年交礼会
　　　（午後３時・教育文化センター）
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合併記念碑（500万円相当）＝�溝口石材工業
（代表取締役 溝口裕信さん）より平成１８年３月、
栗沢町が岩見沢市・北村と合併することを記念し、
先人の残された偉大な歴史を後世に伝えるとと
もに、郷土の永遠の繁栄を誓う道標を記念碑と
して。（３月１８日除幕式予定）
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固定資産税　　　１２月２６日（月）
国民健康保険料　１２月２６日（月）
となっていますので納め忘れのないように
お願いします。
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■インターネット/http://www.dosanko.co.jp/kurisawa ■Eメール　kurisawa@dosanko.co.jp
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長谷川  ミチエさん（最上）
� ������� �	

樋江井  八重子さん（必成）
� � � � � � � �

本田　澄子さん（最上）
�����������	

本田　美紀子さん（北本町）
�����������	

八重樫　恵子さん（南本町）
����������

山崎　睦子さん（北幸穂）
� � � � � � � �

長谷川　勇さん（砺波）
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このへんは、夕張川を跨いで栗沢ですよ。
（１０月２６日撮影）

写真提供　砺波　横山幸弘さん


